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た環境で、ゆっくりと楽しく食事ができるようにする。そ
して自ら積極的に食欲が高められるように援助するこ
とが必要である。調理の援助は，単なる調理者の代替で
はなく，利用者の身体機能レベルに合わせて自ら食生活
の自立かできるように準備をして用意してくることであ
る。食生活の自立は，調理から摂食までを一人で出来る
ようになる事ではない。食事について，食べたいもの，
好み，調理方法などを介護者に意志表示できることであ
る。そのための自立を促し，自分の食生活を出来る限り
自己のもつ能力で維持させて行かれるようにしていくこ
とである。
生活援助は生活の営みの途中で遭遇する老い，病，心
身の障害に起因する困難を介護援助で支えるものであ
る。困難の解決方法はあらかじめ決められているもので
はなく，生活の困難は取り巻く生活環境やおかれている
状況，個々の身体機能レベルにより異なる。生活援助は
さまざまな環境的要因のかかわりの中で生活が継続でき
るように援助していくものである。
IV.今後の課題
本稿では介護保険制度下における訪問介護の援助区分
が「家事援助」から「生活援助jへ呼称の変更になった
ことを受け，単なる呼称の変更にとどまらず， I生活援
助」の内容をホームヘルプサービスの開始時から現在ま
での家事援助を中心に明らかにすることを試みた。直接
援助を提供する訪問介護員は 1級から 3級までのホーム
へルパー認定講習の修了者や国家資格を持つ介護福祉士
によって担われている。 2002年の介護報酬改定はサー
ビスの質の向上を図る目的で3級訪問介護員によるサー
ビス提供の算定基準が下げ、られた。 3級は家事援助を提
供する訪問介護員を養成していた。しかしながら， この
認定講習は介護保険制度創設前の 1991年に創られたも
のである。講習時間，内容を見直すとともに訪問介護員
の資格を検討する必要がある。また援助計画は介護支援
専門員，サービス提供責任者が利用者のニーズと援助内
容を調整する役割として位置づけられている。「生活援
助」にもとめられる利用者のニーズは直接援助すること
によって把握し，提供した援助との差異のモニタリング
が行われなくてはならない。
訪問介護員の介護報酬は細分化された行為の出来高払
いであるため「生活援助に」求められる自立支援，在宅
生活支援への観察，計画，調整の機能は抑制されている。
また介護報酬上に訪問介護の計画立案と訪問介護員と利
用者の調整機能を担うサービス提供責任者の業務が位置
づけられていないことも今後の課題として指摘されてい
る九利用者が主体的に望む生活を支援するには生活援
助の内容を重視し 訪問介護にかかわる訪問介護員の資
質の向上とサービス提供システム，介護報酬のあり方を
なおも検討していく必要がある。
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注 1 2000年介護保険開始時にホームヘルプサービス
は訪問介護へ，ホームへルパーは訪問介護員とカタ
カナ呼称から和名になった。
注2 ここでは介護保険制度によるホームヘルプサーピ
スを「訪問介護」とし，介護保険前の公的援助を「ホ
ームヘルプサービス」とする
